
電子制御工学科                                     平成２２年度 

科 目 名 
卒業研究 

Advanced Studies 
担当教員 卒業研究担当教員 

学  年 ５年 学  期 通年 履修条件 必修 単位数 ２ 

分  野 専門 授業形式 実験・実習 科目番号 10C05_30310 単位区別 履修 

学習目標 

 指導教員と十分対話し、電子制御工学関連のある特定の領域に関する研究テーマを選定し，各自が問題解決

に取り組む。また，１年間の研究成果を報告書としてまとめ，それを電子制御工学科の全教員とクラスの学生

の前で口頭発表する。 

 これらのプロセスを通して，電子制御工学の先端的知識および技術を修得するとともに，実務や新しい問題

に独力で創造的に立ち向かう方法や能力を養う。また、発表能力の強化を図る。 

進 め 方 
 前期のはじめに各教員が研究テーマについて説明し、学生の希望により研究室の配属を決定し，指導教員の

下で，学生それぞれが特定のテーマについての知識，技術の修得および研究を行う。 

 各自個別の問題を扱うので，主体的な態度で臨むこと。 

学習項目（時間数） 学習到達目標 

学習内容 

【平成２１年度研究テーマの例】 

1．LabVIEWを用いたカーブトレーサの開発 

 

2．３次元デジタイザに関する開発 

 

3．LabVIEWを用いた制御工学教育に関する研究 
 

4．倒立振子の制御に関する研究 
 

5．能動騒音制御システムにおける通過帯域外乱の 
削減 

 

6．楕円から定まる形式群に関する研究 
 

7．彫刻刀にかかる力の測定に関する研究 
 

8．e-Learningに関する研究 
 

9．半導体界面における電子状態量子化の影響 
 

10.．数値地図表示プログラムの開発 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 適切な研究課題の設定ができる。                               E1:4 
 研究の背景や問題点などが整理できる。      C1:1,E5:1 
 

 問題点の分析ができる。                                       D3:1,E5:1 
 

 自ら問題解決のアイディアを考え吟味できる。 
                                                                                                  D2:5,D3:1 
 

 アイディアに基づき問題を解決することができる。 
                                                                                             D2:5,E6:123 
 

 研究の成果をドキュメントとして文書にまとめるこ

とができる。                                                                      C3:1234 
 

 研究の成果をプレゼンテーションできる。 
                                                                                           C4:12345678 

評価方法 
 各指導教員が学生それぞれの研究の取り組み，研究成果，報告書，口頭発表等を総合的に評価す

る。 

履修要件   特になし 

関連科目  

教  材  指導教員が個別に用意する。 

備  考  


